
第

2 9
話

 

平

成

1 9
年

８

月

号

 

「

あ

る

若

者

の

死

」 

 

８

月

1 5
日

、

ま

た

終

戦

記

念

日

が

や

っ

て

く

る

。

6 2
年

前

の

夏

、

屋

内

運

動

場

に

全

員

集

合

。

た

だ

訳

の

分

か

ら

な

い

ラ

ジ

オ

を

聴

い

て

、

ぼ

ー

っ

と

何

も

感

ぜ

ず

、

下

校

後

の

記

憶

も

ほ

と

ん

ど

な

い

。 
 

そ

の

日

の

幌

内

小

学

校

の

学

校

日

誌

に

は

、
「

水

曜

日

、

曇

り

、

2 4
度

、

尋

常

、

高

等

科

１

，
６

８

２

名

の

中

欠

席

者

１

２

５

名

」
と

あ

る

。 
 

当

時

は

戦

時

中

で

あ

っ

た

の

で

、

夏

休

み

が

な

か

っ

た

の

か

、

ま

た

、

緊

急

の

登

校

で

あ

っ

た

の

か

は

分

か

ら

な

い

が

、

日

誌

の

記

事

の

項

目

に

「

正

午

よ

り

玉

音

（

天

皇

の

お

声

）

を

拝

聴

す

」

と

記

し

て

あ

る

。 
 

６

月

の

末

に

東

京

で

中

学

校

の

同

期

会

が

あ

り

、

そ

の

折

に

靖

国

神

社

へ

参

拝

し

た

。

同

行

者

に

そ

れ

ぞ

れ

の

兄

が

沖

縄

と

フ

ィ

リ

ピ

ン

で

戦

死

し

た

二

人

が

お

り

、

前

日

の

宿

で

そ

の

一

人

か

ら

「

あ

る

若

者

の

短

い

一

生

」

と

書

い

た

紙

片

を

渡

さ

れ

た

。 
 

「

昭

和

1 8
年

1 1
月

、

タ

ラ

ワ

・

マ

キ

ン

島

守

備

部

隊

玉

砕

、

命

か

ら

が

ら

逃

げ

て

き

ま

し

た

…

。

こ

れ

が

最

後

の

手

紙

だ

っ

た

。

 

昭

和

2 0
年

４

月

フ

ィ

リ

ッ

ピ

ン

、

ル

ソ

ン

島

で

戦

死

、

享

年

2 3
歳

、

英

霊

帰

る

。

 

父

、

白

木

の

箱

を

開

け

て

み

た

、

中

に

紙

幣

が

入

っ

て

い

た

。

 

母

号

泣

、

靖

国

神

社

に

お

ま

い

り

に

行

き

た

い

。

 

こ

れ

が

母

の

口

ぐ

せ

に

な

っ

た

 
 

合

掌

」 
 

靖

国

神

社

の

拝

殿

前

に

、

陸

軍

軍

曹

兵

士

の

二

人

の

妹

に

あ

て

た

手

紙

が

掲

示

さ

れ

て

い

た

。「
…

た

だ

心

残

り

は

、
御

父

様

御

母

様

の

事

だ

け

だ

。
頼

む

ぞ

、

必

ず

頼

ん

だ

ぞ

…

。

こ

の

世

の

中

で

一

番

有

難

い

も

の

は

御

父

様

御

母

様

だ

ぞ

。

い

い

か

、

俺

の

最

後

に

言

う

こ

と

は

唯

、
御

父

様

御

母

様

に

孝

養

を

尽

く

し

、

楽

に

さ

せ

て

く

れ

…

。

で

は

体

に

注

意

し

て

兄

弟

仲

よ

く

、

手

を

取

り

合

っ

て

御

父

様

御

母

様

に

孝

養

を

尽

く

し

て

く

れ

。

で

は

、

○

○

チ

ャ

ン

、

□

□

チ

ャ

ン

、

サ

ヨ

ウ

ナ

ラ

」

昭

和

2 0
年

６

月

2 5
日

、

ル

ソ

ン

島

で

戦

死

2 1
歳

。

切

々

と

父

母

を

慕

い

家

族

を

思

う

若

者

の

、

血

涙

が

に

じ

み

出

る

よ

う

な

短

い

文

に

、

し

ば

し

ま

ば

ゆ

い

陽

の

中

、

白

砂

利

の

上

に

立

ち

尽

く

す

。 
 

当

三

笠

市

も

、

明

治

3 7
年

の

日

露

戦

争

か

ら

召

集

が

始

ま

り

、

こ

の

時

の

戦

死

者

1 7
名

、

以

降

日

中

戦

争

で

6 0
余

名

、

太

平

洋

戦

争

で

は

６

５

０

余

名

に

も

及

び

、

特

に

昭

和

2 0
年

６

月

の

最

後

の

激

戦

地

沖

縄

で

は

１

３

０

名

弱

が

戦

死

し

た

。 
 

終

戦

の

同

2 0
年

に

は

３

５

０

余

名

、

以

降

に

も

4 0

余

名

が

帰

ら

ぬ

人

と

な

り

、

も

う

少

し

早

く

戦

争

が

終

わ

っ

て

い

れ

ば

、

ど

れ

だ

け

の

若

者

が

命

を

永

ら

え

、

故

郷

の

地

を

再

び

踏

む

こ

と

が

で

き

た

か

…

。 
 

厳

粛

に

玉

砂

利

を

踏

ん

だ

後

は

、

浅

草

で

ビ

ー

ル

の

グ

ラ

ス

を

上

げ

…

平

和

ボ

ケ

に

反

省

？

次

い

で

東

京

タ

ワ

ー

の

展

望

台

で

は

、

修

学

旅

行

の

若

者

の

群

れ

の

中

で

、

あ

の

東

京

大

空

襲

の

惨

劇

の

跡

形

も

な

く

、

無

限

に

発

展

す

る

東

京

の

街

を

見

下

ろ

し

て

い

た

。 

出征兵士を送る（弥生）  


